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※       で示した事業中の
　　　 IC、SICなどは仮称
　　　 または名称未定

中央自動車道上り線小仏トンネル入口へと
続く大渋滞 （写真提供：共同通信社）

渋滞解消へ渋滞解消へ

　
本
県
で
は
、江
戸
時
代
の
富
士
川
舟
運
や
甲
州

街
道
の
発
達
、明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
中
央
本

線
、身
延
線
の
開
通
が
、物
資
の
流
通
や
文
化
の
流

入
を
促
進
し
て
き
ま
し
た
。ま
た
昭
和
33
年
に
は
国

道
20
号
新
笹
子
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
。輸
送
時
間
短
縮

な
ど
が
、果
物
の
首
都
圏
への
出
荷
量
・
栽
培
面
積
の

増
加
や
観
光
産
業
の
振
興
に
つ
な
が
る
な
ど
、県
民

の
所
得
向
上
に
多
大
な
効
果
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、昭
和
57
年
の
中
央
自
動
車
道
全
線
開

通
に
よ
り
東
京
圏
が
一
気
に
近
く
な
っ
た
こ
と
で

機
械
電
子
産
業
を
中
心
と
し
た
立
地
が
進
み
、山

梨
の
経
済
的
な
発
展
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　 0203

　
県
民
が
真
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
山
梨
。そ

の
実
現
を
支
え
る
将
来
の
道
路
の
姿
と
取
り
組
み

を
示
し
た
の
が「
山
梨
の
み
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョン
」で

す
。こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
掲
げ
る
目
標「
県
外
２
時
間

交
通
圏
の
拡
大
」、「
県
内
１
時
間
交
通
圏
の
確

立
」を
目
指
し
、県
で
は
広
域
幹
線
道
路
お
よ
び

生
活
幹
線
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
向
け
た

計
画
的
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　「
君
は
太
平
洋
を
見
た
か
。僕
は
日
本
海
が
見

た
い
」を
キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、静
岡
県
静
岡
市
か

ら
、長
野
県
小
諸
市
ま
で
を
結
ぶ
中
部
横
断
自
動

車
道
。現
在
、富
士
川
町
の
増
穂
I
C
以
南
、新
清

水
J
C
T
ま
で
の
工
事
が
、平
成
29
年
度
ま
で
の

完
成
を
目
指
し
て
進
ん
で
い
ま
す
。こ
の
南
部
区

間
が
開
通
す
る
と
、県
内
〜
静
岡
・
名
古
屋
方
面

の
所
要
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、中
京
・
関
西

圏
か
ら
の
観
光
客
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。ま
た

清
水
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
に
よ
る
企
業
立
地
効

果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、災
害
や
異
常
気
象
に
よ
る
国
道
52
号

通
行
止
め
の
際
の
代
替
ル
ー
ト
や
、緊
急
輸
送
道

路
の
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、甲
府
市
な
ど
の

高
次
救
急
医
療
施
設
ま
で
の
搬
送
時
間
の
大
幅

短
縮
な
ど
、中
部
横
断
道
は
地
域
住
民
の
安
全
・

安
心
の
確
保
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

も
た
ら
す
地
域
の
発
展

計
画
的
な
道
路
網
の
整
備

中
部
横
断
道
で
変
わ
る
物
流
と

観
光
、広
が
る
安
心
の
輪

ふれあい

や
ま
な
し
発
展
の
芽

つ
な
が
る
道
路
、開
く
山
梨
の
未
来

　周
囲
を
山
々
に
囲
ま
れ
た
山
梨
県
は
、
外
と
の
交
通
の
パ
イ
プ
が
開
か
れ
る
と
き
に
大

き
く
変
化
し
、
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
平
成
29
年
度
ま
で
の
開
通
を
目
指
す

中
部
横
断
自
動
車
道
南
部
区
間
の
整
備
、
中
央
自
動
車
道
小
仏
ト
ン
ネ
ル
付
近
の
渋
滞

解
消
へ
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
と
し
て
、
本
県
の
発
展
に
と
っ
て
必
要
な
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
を
、
国
や
関
係
自
治
体
な
ど
と
も
連
携
し
着
実
に
進
め
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
や
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
東
京
・
名
古
屋
間
開
通

（
平
成
39
年
予
定
）の
効
果
が
全
県
に
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

西関東連絡道路（甲府山梨道路）の万力ランプ～
八幡南ランプ間は平成26年12月に開通

松姫トンネル

中部横断自動車
道　原トンネル（

市川三郷町）見
学会

中部横断自動車
道　原トンネル（

市川三郷町）見
学会山梨のみちづくりビジョン

清水港（国際拠点港湾）への所要時間短縮などによ
る物流の効率化で、アジア圏への輸出拡大を狙う製
造業の工場や物流拠点などの立地に期待がかかる

　
平
成
26
年
６
月
に
圏
央
道（
首
都
圏
中
央
連
絡

自
動
車
道
）と
東
名
高
速
道
路
が
つ
な
が
っ
た
こ

と
で
、圏
央
道
〜
中
央
自
動
車
道
を
経
た
横
浜
方

面
か
ら
の
観
光
客
増
加
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、平
成
32
年
度
の
静
岡
県
御
殿
場
J
C
T

以
東
の
新
東
名
高
速
道
路
完
成
に
合
わ
せ
て
、自

動
車
専
用
道
路
で
あ
る
須
走
道
路
・
御
殿
場
バ
イ

パ
ス
の
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。完
成
す
る
と
東
富

士
五
湖
道
路
と
新
東
名
高
速
道
路
が
ド
ッ
キ
ン
グ

し
、国
際
的
な
観
光
地
・
世
界
遺
産
富
士
山
の
麓

を
周
遊
す
る
新
し
い
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、本
県
観
光
な
ど
に
と
っ
て
深
刻
な
課
題

で
あ
る
小
仏
ト
ン
ネ
ル
付
近
の
渋
滞
解
消
に
つ
い

て
、積
極
的
か
つ
継
続
的
な
要
望
活
動
の
結
果
、平

成
26
年
６
月
に
国
か
ら
対
策
案（
付
加
車
線
設
置

に
よ
る
交
通
容
量
の
拡
大
）が
示
さ
れ
ま
し
た
。年

度
内
に
は
、そ
の
具
体
的
内
容
が
決
定
さ
れ
る
予

定
で
あ
り
、県
で
は
渋
滞
解
消
の
早
期
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
他
、市
街
地
の
慢
性
的
な
渋
滞
解
消
と
所

要
時
間
の
短
縮
、地
域
間
交
流
の
促
進
、医
療
施

設
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
な
ど
を
目
的
に
、新
山
梨
環

状
道
路
や
西
関
東
連
絡
道
路
な
ど
の
整
備
も
進
め

て
い
ま
す
。

着
実
に
進
む
県
内
外
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

付加車線設置による交通容量の拡大
（国土交通省ワーキンググループによる対策案）

八幡南ランプ
万力八幡トンネル

至 小仏トンネル

万力ランプ

中部横断自動車道　
富士川橋

国道140号
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